
 

 

 
 

ザ・レヴェリー・サイゴン、９月１日にグランドオープン！ 
２８６室の東洋最新アーバンラグジュアリー 

 
 

世界で最も注目されているベトナム・ホーチミ
ン市に開業する、ザ・レヴェリー・サイゴンの
グランドオープンが９月１日に決定しました。 
 
この２８６室の新しいホテルは、ホーチミン市
１区の中心部に立つ３９階建てのタイムズ・ス
クエアの中に位置しています。市内とサイゴン
川の素晴らしい眺めを誇るこのホテルは、リー
ディング・ホテルズ・オブ・ザ・ワールドの最
も新しい一員として、威厳あるラグジュアリー
を体現しています。 

 
外観はスタイリッシュなコンテンポラリーを基調とし、インテリアはイタリアの贅を尽くし
ています。客室やスイートルームにはイタリアンブランドの調度品が並び、パブリックスペ
ースは自由できらびやかな雰囲気を持っています。 
 
「当ホテルでは、東洋の真珠と称されたこの町で、チェックアウト後も長くゲストの心に残る
ような唯一無二の素晴らしい宿泊体験を提供したいと考えています。」と語るのはオースト
リア出身の総支配人、Ｈｅｒｂｅｒｔ Ｌａｕｂｉｃｈｌｅｒ-Ｐｉｃｈｌｅｒです。彼はＷＭＣグループ
のオペレーション副社長でもあり、２００８年よりベトナムで勤務しています。 
 
７年の年月をかけて完成したホテルは、ベトナムに新しいおもてなしの風を吹き込みます。
これまでのホテルはベトナム植民地時代の美学や東アジアのルーツを大切にしていましたが、
ザ・レヴェリー・サイゴンは、宮殿や城を彷彿とさせる超越的な存在のホテルです。高密度
のスレッドカウントのリネンや織り目加工されたイタリアンシルクの壁等、貴族の住まいを
思わせる調度品を用いられたゲストルームやスイートは、市内で最も豪華な客室で、各部屋
は４３～５３㎡、スイートは６３から３１３㎡の広さを誇ります。 
 
ホテル内の３カ所のレストラン、ザ・ロイヤル・パヴィリオン（中華料理）、Ｒ＆Ｊ（イタリア
ン）、そしてカフェ・カーディナル（フレンチ）はそれぞれ気品あふれるメニューや調理にかけ
る高尚な野心が自慢で、レストランのみでも訪れる価値があります。さらに一階のカフェ、
ザ・ロング・アット・タイムズ・スクエアは、市内有数の大通り、ドンコイ通りとグエンフ
エ通りをつなぐ４８メートルもの長さを持つバーカウンターが人気のスポットです。 
 
スパは２フロア、１,２００㎡を占め、１０室のトリートメントルーム、美容院を有し、その美
しいデザインからもベトナムナンバーワンのラグジュアリーなリトリートとして高い評価を
得ています。 



 

 

 
広さ１２０㎡のジムには充実したテクノジム
の機種が並び、またホテル６階の２４メート
ルのプールを望む作りで、トレーニング好き
なゲストも飽きることなく、十分に満足いた
だけるまで満喫いただけることでしょう。ま
た屋外にはジャグジー、室内にはスチームル
ームやサウナを備え、運動のみならず休養目
的のゲストも十分お楽しみ頂ける場所です。 
 

また、タイムズ・スクエアのビルにはザ・レヴェリー・レジデンスも入り、８９室の１ベッド
ルーム、または２ベッドルームの長期滞在用フルサービスアパートメントを有し、レジデンス
の利用者には、ホテルとは別のエントランスやプライベートラウンジが完備されています。 
 
１５カ所の多目的スペースもベトナム一人気のデスティネーションに選ばれる理由の一つで
す。中でもシルクやオニキスの壁にスワロフスキーのシャンデリアで飾られた、正に名前の
通りのラ・スカラ・グランド・ボールルームは市内最大のピラーレス・ボールルームです。 
 
現在でも“サイゴン”として親しまれているホーチミン市の中心地に位置するホテルは、その
立地場所もホテルのデザインほどに素晴らしく、歴史的なラムソンスクエア、人民委員会庁
舎、サイゴン川は、全て徒歩で５分圏内です。ノートルダム大聖堂、統一会堂、ホーチミン
市博物館なども全てホテルから１キロ以内の場所です。 
 

ザ・レヴェリー・サイゴンに関する詳細は、www.thereveriesaigon.com を覧ください。 
 
 

このプレス･リリースに関するお問い合わせ、資料送付のご希望は、 
ザ・レヴェリー・サイゴン日本地区ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 
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